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科目の概要

本科目は、「教育」という事象の社会的構造や教育の歴史・思想に関する基礎的知識を学ぶことを通して、教育の現状
や理想について歴史的・原理的な視点を交えて主体的・対話的に考える力の基礎を養うことを目的とする。これによ
り、DP２に示された「教育現場での課題に対する見識」および「専門的な知識と技能」をお仕着せでない自分自身のも
のとして身につけていくための素養を育むことを目指す。

学修内容 到達目標

① 子供・学校・家庭など教育を成り立たせる要素とそれ
らの関係について学ぶ。
② 教育の歴史と思想に関する基礎的な知識を学ぶ。
③ 教育の理想と現実について、歴史的・原理的な視点を
交えて考察・対話し、自らの教育観を深める。

① 子供・学校・家庭など教育を成り立たせる要素とそれ
らの関係について説明することができる。
② 教育の歴史と思想に関する基礎的な諸論点について説
明することができる。
③ 教育の理想と現実について歴史的・原理的な視点を交
えて考察・対話し、自らの教育観の変化を論じることがで
きる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 授業の目標を理解した上で、積極的・能動的に学習に取り組む。

働きかけ力

実行力 課題に計画的に取り組み、期限を守ってやり遂げる。

考え抜
く力

課題発見力 授業内容に対して疑問点や考えたい点を見出す。

計画力

創造力 レポートや発表において内容や表現を工夫する。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自らの知識の考えを、論点や理由を整理して伝える。

他者の知識や考えに耳を傾け、メモを取るなどして適切に受け取る。

時間や期限を守って授業や課題に取り組む。

テキスト及び参考文献

テキスト：藤井千春編『時代背景から読み解く西洋教育思想』ミネルヴァ書房、2016年。
参考文献：山本正身『日本教育史』慶応義塾大学出版会、2014年。

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：教育の基礎的理解に関する科目であり、前期の「教職入門」「教育心理学」および本次の「教育制度
論」との密接な関連のもと、2年次の「教育課程総論」等における発展的理解へとつながっていく科目である。
資格との関連：幼稚園・小学校教諭一種免許状、保育士資格

学修上の助言 受講生とのルール

本科目では、知識を得ること自体よりも、知識を認識と思考の道具
として自らの教育観を広げ深めることが重要です。まずは、学習内
容を鏡として自らの経験や感情を言語化しつつとらえ直すことから
始めましょう。それが基礎となって、より大局的なものの見方につ
ながっていきます。

受講者は学び合う仲間として相互に責任を負います。相手
の話に真摯に耳を傾けることをなによりも大切にしてくだ
さい。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

到達レベルＳ
教育という事象の構造や教育の歴史と思想に関する適切な
理解にもとづいて、歴史的・原理的な視点を積極的に用い
て自らの教育観を広げ深めることができている。
到達レベルＡ
教育という事象の構造や教育の歴史と思想に関する理解に
もとづいて、歴史的・原理的な視点を交えて自らの教育観
を広げることができている。

到達レベルＢ
教育という事象の構造や教育の歴史と思想に関する個々の
知識を手がかりに、歴史的・原理的な視点とも関わりなが
ら自らの教育観を表現することができている。
到達レベルＣ
教育という事象の構造や教育の歴史と思想に関する知識を
得る中で、教育や学校の現状や理想について自らの教育観
を表現することができている。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

40

教育史に関する基礎知識を問う。【獲得】

② ✓

③小テスト

①

25

授業を通して自らの教育観にどのような変化があったかを述べる。
【解決】

②

③ ✓レポート

①

25

テキストから読み取ったことや考えたことをPowerPointを用いて発
表する。【活用】

② ✓

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

「社会人基礎力」欄に記載の通り。
（傾聴力）ディスカッションを通して他者の経験や考えから学んで
いる。
（規律性）PCRシートに着実に取り組んでいる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



到達レベルＢ
教育という事象の構造や教育の歴史と思想に関する個々の
知識を手がかりに、歴史的・原理的な視点とも関わりなが
ら自らの教育観を表現することができている。
到達レベルＣ
教育という事象の構造や教育の歴史と思想に関する知識を
得る中で、教育や学校の現状や理想について自らの教育観
を表現することができている。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
―本科目の目標・内
容・方法・評価等の説
明

講義
グループワーク

本科目の目標を理解し
取り組み計画を立てる
ことができている。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

「教育」を捉えなおす
―教育の様々な場所・
かたち・機能

講義
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

教育を成り立たせる諸
要素とそれらの相互関
係について、自らの考
えを述べることができ
る。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

西洋教育史・教育思想
史⑴
―教育における家族と
社会

講義
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

西洋教育史の全体像に
ついて最低限の知識を
得ている。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

西洋教育史・教育思想
史⑵
―近代教育制度と現代
の教育課題

講義
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

西洋教育史上の思想家
について自ら理解を形
成している。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

西洋教育史・教育思想
史⑶
―古代・中世

発表
ディスカッション
講義
予習・復習のフィード
バック付する。

西洋の古代・中世の教
育思想に関連して、自
らの考えを述べること
ができる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

西洋教育史・教育思想
史⑷
―近世・近代

発表
ディスカッション
講義
予習・復習のフィード
バック

西洋の近代教育思想に
関連して、自らの考え
を述べることができ
る。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

西洋教育史・教育思想
史⑸
―近代・新教育

発表
ディスカッション
講義
予習・復習のフィード
バック

西洋の近代教育思想に
関連して、自らの考え
を述べることができ
る。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

西洋教育史・教育思想
史⑹
―現代

発表
ディスカッション
講義
予習・復習のフィード
バック

２０世紀後半の教育論
に関連して、自らの考
えを述べることができ
る。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

教師の教育思想：「い
のち」の教育⑴
―事実を捉える

小テスト
映像視聴
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

視聴した映像に関して
自らの考えを述べるこ
とができる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

教師の教育思想：「い
のち」の教育⑵
―対話する

講義
グループワーク
ディスカッション
予習・復習のフィード
バック

テキストや他者の意見
を踏まえて自らの考え
を書くことができる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

日本教育史⑴
―古代～近世

講義
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

古代～近世の日本の教
育史から、教育につい
て１つ以上の気づきを
得ることができる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

日本教育史⑵
―近代戦前

講義
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

近代戦前の日本の教育
史から、教育について
１つ以上の気づきを得
ることができる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

日本教育史⑶
―近代戦後

講義
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

近代戦後の日本の教育
史から、教育について
１つ以上の気づきを得
ることができる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

日本教育史⑷
―現代

小テスト
グループワーク
予習・復習のフィード
バック

現代の日本の教育情勢
に関する知識から、教
育について１つ以上の
気づきを得ることがで
きる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

まとめ オンデマンド配信
予習・復習のフィード
バッ

授業全体を通しての自
らの学びや気づきを振
り返ることができる。

（予習・復習）
PCRシートに取り組む
（Googleフォーム）。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


